
【数学Ⅰ】 

〜ClassPad.net の授業⽀援機能・各種ふせんを活⽤する〜 

循環⼩数の性質を考える授業 
循環⼩数の性質を⾒出し整数の性質に触れる。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

概要の説明 
無限⼩数となる分数について、どのよう
な性質があるか、具体的な計算を通して
考えていくことを説明する。 
 
 
 
 
 
基礎事項の復習・例題の説明 
⾔葉の確認：有限⼩数、循環⼩数、既約

分数、循環節 
定理の確認：既約分数が有限⼩数となる

条件 
 
例題 
「1/7 は、分⺟の素因数が 7 であるか
ら、循環⼩数になる。循環節を求めてみ
よう。」という例題を提⽰し、⽣徒に解
いてもらう。そして、循環節の数字の個
数を循環節の⻑さと呼ぶこと、1/7 の場
合、循環節は、142857、循環節の⻑さは
6 であることを確認する。 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：循環⼩数の性質を⾒つけることで、分数が有限⼩数や循環⼩数で表される仕組み

についての理解を深め、整数の性質の⾯⽩さを体感させる。 
⽣徒向けの⽬標：⾃⾝で循環節を計算し、共通する性質を発⾒することで、整数の性質に触れる。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・探究学習促進   ：授業⽀援機能により、個別探究や協働探究に対するプロセス評価を含めたフィ

ードバックを即座に⾏うことで、探究活動を促進・深化させることができる。 
・協働学習促進   ：個別学習→グループワーク→議論のサイクルを効率化することで、協働学習に

よる理解の向上を促進する。 
・評価・評定の効率化：授業⽀援機能を⽤いることで、⽣徒それぞれが授業中に⾏った活動に対して授

業中に評価することができる。 

step2 教員が⽤意したテキストふせんを
電⼦⿊板やプロジェクターを⽤い
て投影し、既習事項を確認する。 
例題は ClassPad.Math の四則演算
機能を⽤いて、その場で結果を確
認する。 
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導⼊・課題の共有 
「分⺟が 2、5 以外の素数 p について、p
の逆数 1/p を⼩数で表すと循環⼩数にな
る。その循環節にはどのような性質があ
るか考えてみよう。」という課題を提⽰
する。 
まず、40 までの整数の中にある素数を
探して p の値を整理する。 
次に、1/p を⼩数で表し、循環節とその
⻑さを求め、表に書き込んでいくことを
説明する。 
 
 
 
 
個別学習・グループワーク 
クラスをいくつかのグループに分ける。 
p=3、7 を除いた 8 つの分数を提⽰し、
step3 の課題の中から取り組む問題をグ
ループごとに指定する。この際、循環節
の⻑さに注意（⻑いものと短いものを組
み合わせるなど）して計算量に差が出な
いようにする。 
計算結果は消さないように指導する。ま
ずは個⼈で取り組み、その後グループで
確認し合わせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
議論・発表 
8 つの分数の循環節とその⻑さをまとめ
た表から考えられる性質を議論させる。 
p=7、17、19、23、29 は、循環節の⻑
さが (p-1)であることを⽣徒から引き出
す。p=3、11、13、31、37 について
は、(p-1)の約数であることを教員がヒ
ントを与えながら引き出す。 
ある程度の時間をとったところで各グー
プに気づいたことを発表したもらい、表
から分かることをまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題が書かれたテキストふせんを
電⼦⿊板やプロジェクターを⽤い
て投影し、⽣徒に確認させる。そ
して⽣徒に素数を上げてもらい、
教員がテキストふせんに⼿描き機
能で書き込みながら整理する。 
次に、p、1/p、循環節、循環節の
⻑さが書かれた表に、あらかじめ
p、1/p の値を書き込んだ状態にし
たものをファイルふせんに⽤意し
ておき、授業⽀援機能で⽣徒に配
布する。 
 
 
 
個別学習では、計算過程をテキス
トふせんに残させる。 
グループ学習では、あらかじめフ
ァイルふせんに⽤意した表を授業
⽀援機能で⽣徒に送信する。計算
結果はファイルふせんに⼿描き機
能で直接描き込ませて提出しても
らう。この際、個別に計算したテ
キストふせんを送受信機能で共有
し合い、互いに計算結果を確認し
てから進めるよう促す。 
計算過程はグループで 1 つの分数
につき 1枚のテキストふせんを提
出してもらい、各グループの計算
過程を⼀覧できるようにしてお
く。 
 
 
 
p、1/p、循環節、循環節の⻑さが
書かれた表にあらかじめ p=3、7
の場合を書き込んだ状態で、ファ
イルふせんに⽤意しておく。循環
節の⻑さの右にもう⼀列ヘッダの
ない列を⽤意しておき、議論で出
た結論を⼿描き機能で書き込ませ
るようにする。 
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定理の紹介 
定理① 
p を 2 と 5 以外の素数とする。p の逆数
1/p を⼩数で表したとき、その循環節の
⻑さは、(p-1)の約数になる。 
 
さらに、循環節が偶数の場合、循環節を
2等分すると、999…999 が現れることを
⾒せ、次の定理を紹介する。 
 
定理② 
p を 2 と 5 以外の素数とする。p の逆数
1/p を⼩数で表したとき、その循環節の
⻑さが偶数であれば、循環節を 2等分し
た数の和は、999…999 の形となる。 
 
 
まとめ・宿題 
今回紹介したように、循環⼩数や素数な
ど、整数の世界には、興味深い性質が多
くあることを説明する。 
また、1/p を⼩数で表したときの循環節
の⻑さを与えた上で循環節を求める問題
を宿題とする。 
循環節の⻑さが分かれば、⼩数第何位ま
で計算すればよいか⾒通しが⽴てられる
ことや、2 分割和の性質と合わせれば、
循環節の前半部分がのみを計算すればよ
いことなどを確認し、宿題のヒントとす
る。 
 
 
参考・補⾜ 
循環⼩数の性質は他にもあり、まだ分か
っていないこともたくさんある。整数の
性質に触れ、その奥深さや数学としての
⾯⽩さを感じてほしい、という意図を込
めた授業であることを説明する。 

教員が⽤意したテキストふせんを電⼦
⿊板やプロジェクターを⽤いて投影
し、定理を確認する。 
p、1/p、循環節、循環節の⻑さ、(p-
1)、2 分割和が書かれた表をあらかじ
めファイルふせんに⽤意しておき、定
理②とともに結果を⽰す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
授業の意図を伝える際の補助として、
下の YouTube動画の URLを貼り付
けたリンクふせんを授業⽀援機能を⽤
いて配布し、視聴を促す。 
「割り切れないのも悪くない（循環⼩
数）」
（https://www.youtube.com/watch?v
=G0gZVJxOyfA） 

 
 

 

 

 


